
 

 

     （６月６日～２４日、１９日間の会期を終えました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                   

（※小山議長） 

 

 

 即決すべき 継続審査すべき 

ＴＰＰには参加しないよう国に意見書提出を求

める請願（Ｈ２３年第一回定例会で提出） 

北上・宮坂 

住田・黒田 

北野・森本 

安田忠・土田・多久和・津田・岡・福西・江見・平岡 

大矢根・鈴木・大﨑・安田末・吉田・梶田・久保・宮路 

秋田・松田・吉富 

「３０人以下学級実現、義務教育国庫負担制度

拡充」を求める請願 

住田・黒田 

北野・森本 

 

安田忠・土田・多久和・津田・岡・福西・江見・平岡 

大矢根・鈴木・大﨑・安田末・吉田・梶田・久保・宮路 

宮坂・北上・秋田・松田・吉富 

 賛 成 反 対 

子ども・子育て新システムに関する意見書 

（※請願はみなし採択になりました） 

住田・黒田・北野・森本・江見・鈴木 

大矢根・平岡・大﨑・安田末・吉田・梶田 

久保・宮路・宮坂・北上・秋田・松田・吉富 

 

安田忠・土田 

多久和・津田・岡・福西 
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清和台中、屋内運動場棟 

川西南中、南校舎棟の 

耐震補強工事の予算成立 

来年３月工事完了予定 

 

県の子ども医療 

助成制度の拡充の決定。 

＊対象：小学校４年生～

６年生までの児童 

＊助成内容：通院医療費 

自己負担額の１／３

を助成 

 

 

大腸がん検診、４０歳以上 

６０歳まで５歳きざみで 

検診手帳と検診費用が無料に

なるクーポン券送付の 

予算決定 

 

＊川西市税条例の一部を改正する条例の制定について 

＊ 市立川西南中学校南校舎棟、清和台中学校屋内運動場 

耐震補強工事請負契約の締結について 

＊平成２３年度川西市一般会計補正予算（第１回） 

＊平成２３年度川西市介護保険事業特別会計補正予算（第１回） 

 

６月２４日  

最終本会議 

全員一致で 

可決しました。 

「３０人以下学級実現、義務教育国

庫負担制度拡充」を求める請願書の紹

介議員になったのは、民主市民クラ

ブ・自治市民クラブ、みんなの市政ク

ラブ、日本共産党の４会派。文教公企

常任委員会では、その他の委員は賛成

にまわったのに、最終本会議では、日

本共産党だけが即決・賛成に。他は、

全員「継続」にしました。 

やったー！ 厚生経済常任

委員会では、鈴木

議員が反対でし

たが、最終本会議

で賛成に。 

市役所控室 
TEL７４０－１１１１ 
内線４０２０ 
議員団直通 

FAX７５９－１８１１ 

http://www.fumira.jp/cut/medical/file106.htm
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 北野のり子、森本たけし、黒田みちの３議員が

６月１０日、１３日、一般質問に立ちました。 

住田由之輔議員は副議長を務めています。 

  

（
北
野
の
り
子
議
員
） 

市
で
は
、
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
費
用

負
担
等
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
耐
震

改
修
ま
で
い
た
ら
な
い
と
い
う
実
態

が
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を
受

け
、
市
に
お
い
て
も
い
つ
で
も
ど
こ

で
お
き
て
も
お
か
し
く
な
い
大
災
害

に
備
え
、
所
有
者
の
負
担
軽
減
や
事

業
の
周
知
、
建
築
物
へ
の
耐
震
化
の

重
要
性
に
つ
い
て
意
識
啓
発
を
強
化

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

【
質
問
】
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
と
耐
震
診
断
と
合
わ
せ
て
実
施
す

る
こ
と
で
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る

の
で
は 

（
答
弁
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
と
住
宅

耐
震
診
断
は
関
係
が
深
い
が
、
耐
震

診
断
を
取
り
組
む
中
で
、
市
単
独
の

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
新
た
に
加
え
る

こ
と
は
大
変
難
し
い
。 

【
質
問
】
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
防
災

ベ
ッ
ド
・
防
災
テ
ー
ブ
ル
に
も
補
助

金
を 

（
答
弁
）
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。 

【
質
問
】
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改

善
補
助
制
度
を
創
設
す
る
べ
き 

    

〖北野のり子議員〗 

（
答
弁
）
狭
隘
な
市
道
に
面
す
る
崩

壊
の
危
険
性
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

う
ち
、
道
路
拡
幅
に
用
地
を
寄
付
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
区
分
に
あ
る
も

の
に
つ
き
ま
し
て
は
狭
隘
市
道
整
備

事
業
で
市
が
費
用
負
担
し
撤
去
を
考

え
て
い
る
。 

【
質
問
】
家
具
等
の
固
定
費
用
の
補

助
制
度
を
創
設
す
る
べ
き
で
は 

（
答
弁
）
自
助
の
範
囲
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。 

７
月
か
ら
川
西
市
で
も
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
し
市

単
独
事
業
と
し
て
補
助
金
申
請
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す 

【
質
問
】
太
陽
光
発
電
装
置
を
公
共
施

設
に
普
及
す
る
考
え
は 

（
答
弁
）
設
置
費
用
の
回
収
が
問
題
。

そ
の
た
め
に
は
電
力
の
買
取
制
度
が

重
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。 

【
質
問
】
蓄
電
池
の
助
成
を
今
後
検
討

す
る
べ
き
で
は 

（
答
弁
）
太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
へ

の
補
助
を
優
先
さ
せ
て
い
く
べ
き
と

考
え
て
い
る
の
で
今
は
、
考
え
て
い

な
い
。 

【
質
問
】
太
陽
光
発
電
促
進
付
加
金
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か 

（
答
弁
）
太
陽
光
発
電
を
拡
充
し
て
い

く
た
め
に
は
付
加
金
の
増
額
も
や
む

を
得
な
い
状
況
。 

 

〖森本たけし議員〗 

（
森
本
た
け
し
議
員
） 

【
質
問
】
先
の
市
長
・
市
議
選
の
投

票
率
は
約
５５
％
で
あ
り
、
そ
の
４
年

前
の
約
５９
％
か
ら
さ
ら
に
低
下
し

約
６
万
人
の
川
西
市
民
の
信
託
を

受
け
て
い
な
い
議
会
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
今
後
、
更
に
投
票
率
の
低

下
が
進
む
よ
う
で
あ
れ
ば
、
民
主
主

義
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い

事
態
と
な
り
う
る
。
多
く
の
有
権

者
、
特
に
若
年
層
に
政
治
的
関
心
を

抱
か
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
要
因
は

何
か
？
こ
れ
ま
で
有
効
な
選
挙
啓
発

が
出
来
て
い
た
と
い
え
る
か
？ 

（
答
弁
）
若
年
層
の
政
治
離
れ
は
全

国
的
な
問
題
で
あ
り
、
本
市
に
お
い

て
も
大
き
な
課
題
と
し
て
苦
慮
し

て
い
る
。
限
ら
れ
た
予
算
内
で
選
挙

ポ
ス
タ
ー
や
横
断
幕
に
よ
る
啓
発

活
動
を
粘
り
強
く
続
け
、
他
市
の
事

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
努
力
す
る
。 

【
意
見
】
議
員
が
や
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
本
当
に
危
機
感
を

持
っ
て
や
る
気
が
あ
れ
ば
、
低
予
算

で
も
新
し
い
啓
発
活
動
は
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
後
、
選
管
と
協
議
し
な

が
ら
、
計
画
的
で
有
効
な
啓
発
活
動

を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。 

  

〖黒田みち議員〗 

（
黒
田
み
ち
議
員
） 

 

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
川
西
市

と
し
て
住
民
の
安
心
・
安
全
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
に
「
防
災
と
災
害
時
・
緊
急

時
の
対
応
に
つ
い
て
」
、
①
福
井
県
に

あ
る
原
子
力
発
電
所
（
川
西
市
か
ら

８０
ｋ
ｍ
圏
内
）
で
の
地
震
・
放
射
能

事
故
へ
の
対
策
②
一
庫
ダ
ム
の
放
射

能
汚
染
・
大
地
震
が
起
こ
っ
た
時
の
対

策
と
飲
料
水
の
確
保
③
市
役
所
庁
舎

耐
震
化
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
質

問
・
提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

（
答
弁
）
①
現
地
や
国
か
ら
の
通
知
・

報
道
の
速
や
か
な
市
民
へ
の
周
知
を

行
う
。
必
要
に
応
じ
て
、
国
に
対
し
て

意
見
を
言
う
。
②
ダ
ム
は
、
十
分
な
安

全
性
を
確
保
す
る
よ
う
設
計
さ
れ
て

い
る
。
震
災
以
降
、
市
内
水
源
で
の
放

射
能
検
査
を
行
い
、
「
検
出
せ
ず
」
の

結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
。 

１
１
８
６
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
源

確
保
（
地
震
時
、
必
要
な
水
の
８３
％
）、

５
０
０
ｍ
ｌ
ペ
ッ
ト
３
万
本
備
蓄
。
③

庁
舎
は
、
築
後
２０
年
近
く
（
Ｈ
４
年

完
成
）
経
過
。
現
状
を
踏
ま
え
、
課
題

の
研
究
を
し
て
い
く
。 

【
意
見
】
①
②
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

命
を
守
り
き
る
立
場
を
明
確
に
、
国
や

企
業
か
ら
の
情
報
提
供
待
ち
で
は
な

く
、
国
・
県
と
対
等
な
関
係
で
意
見
を

述
べ
る
こ
と
。
情
報
発
信
し
、
必
要
な

財
源
措
置
を
さ
せ
る
こ
と
。
情
報
の
一

括
管
理
を
行
う
こ
と
。 

 

①
福
井
原
発
の
点
検
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
転
換
な
ど
意
見
を
伝
え
る
こ

と
。 

②
５８
年
台
風
時
、
ダ
ム
放
流
で
多
田

地
域
が
水
害
。
シ
ュ
ミ
レ
ェ
ー
シ
ョ
ン

を
し
、
対
策
を
急
ぐ
べ
き
。 

③
市
役
所
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
救

急
用
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
入
ら
な
い

な
ど
の
問
題
が
あ
る
の
で
緊
急
時
避

難
用
の
対
策
は
急
務
。
必
要
な
資
材
を

購
入
し
、
避
難
訓
練
を
行
う
べ
き
。 

    

川
西
市
国
保
税
の
平
均
納
付
率
は

７
６
．
８
７
％
。
払
い
た
く
て
も
払
え

な
い
世
帯
の
増
加
、
資
格
証
明
書
（
医

療
費
窓
口
全
額
負
担
）
や
短
期
被
保
険

者
証
の
発
行
、
受
診
抑
制
な
ど
の
具
体

例
を
あ
げ
、
今
年
度
の
納
付
書
が
ま
だ

発
行
前
な
の
で
負
担
増
を
や
め
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。 

（
答
弁
）
値
上
げ
は
中
止
し
な
い
。
住

民
へ
の
周
知
は
丁
寧
に
行
う
。 

【
意
見
】
資
格
証
明
書
発
行
世
帯
の
約

５０
％
、
短
期
被
保
険
者
証
発
行
世
帯

の
約
３８
％
を
所
得
ゼ
ロ
世
帯
。
所
得

３
０
０
万
円
以
上
世
帯
で
は
資
格
証

明
書
発
行
ゼ
ロ
。
短
期
被
保
険
者
証
も

わ
ず
か
５
％
。
低
所
得
世
帯
の
困
難
さ

を
明
ら
か
に
し
、
１
６
８
０
万
円
あ
れ

ば
、
所
得
１
０
０
万
円
以
下
世
帯
（
６

４
．
８
４
％
と
一
番
低
い
納
付
率
）（
１

３
３
３
８
世
帯
・
５３
％
）、
９
２
０
０

万
円
あ
れ
ば
、
所
得
３
０
０
万
円
以
下

世
帯
（
２
２
２
３
３
世
帯
・
８８
％
）

の
値
上
げ
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。 

医
療
を
受
け
る
こ
と
を
保
障
す
る

た
め
に
「
国
保
４４
条
」
の
窓
口
負
担

の
免
除
・
減
免
を
行
う
こ
と
、
市
と
し

て
、
「
無
料
・
低
額
診
療
制
度
」
の
Ｐ

Ｒ
の
撤
底
。
制
度
利
用
で
き
る
病
院
の

誘
致
な
ど
求
め
ま
し
た
。 

 


